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№ ご意見の概要 金沢市の考え方 

次期かなざわ子育て夢プランについて 

１ 行政が具体的に実施する計画であるので、

機運、意識醸成よりは制度設計及び適切な

人員、予算の投入が重要であると考える。 

本市では保育所や児童クラブの増設、

児童相談所の開設、かなざわ子育てす

まいるクーポンや産前・産後ママヘル

パーのようなサービスの創設など、子

ども・子育て支援施策の充実に取り組

んできました。 

今後も少子化対策や子育て支援に関

する施策の実施に積極的に取り組ん

でまいります。 

 

 

 

 

 

基本方針１ 人と人が“つながる”まちへ 

地域の子育て支援機能の整備・充実について 

２ 未就園児を持つ親にとって１日中家で過

ごすことがストレスにつながる場合があ

り、福祉健康センター、こども広場、夢ス

テーションなど利用できる場があること

は、育児負担の軽減につながっている。し

かし、これらの場を知らなかったり、行っ

たことがないので不安で利用していない

方も多くいるので、健診の際に施設体験

（見学）を盛り込むなど、実際の利用につ

なげる工夫が必要ではないか。 

 

福祉健康センター併設のこども広場

については、乳幼児健診や育児教室に

おいて、親子の状況に応じて個別に見

学の案内をしているほか、その他のこ

ども広場や夢ステーションなどにつ

いても子育てお役立ちブック等で情

報提供しています。 

今後とも、より効果的な情報提供に努

めてまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



基本方針２ 子どもを健やかに“はぐくむ”まちへ 

保育施設の整備について 

３ 第一希望の保育所に入ることが難しいと

の声を聞く。第一子と第二子を別の保育所

に送迎するケースもあり、職場復帰の際の

大きな負担となっている。 

職場復帰のタイミングの１歳児の母たち

から、保育所に事前に問合せした結果、「入

所は難しい」と言われたとの声を聞くこと

があり、仕事と子育ての両立に不安が増し

ているように感じる。 

今後も市内の住宅整備に伴い、子育て世代

の集中する地区は変化し、ハード面や人材

確保の点で大変難しいと思うが、保育所の

定員拡大について対応できる体制づくり

を希望する。 

 

現在、保育士の配置や居室等の最低基

準等を満たすことを条件に、定員を超

えた利用を可能とするなど、地域の実

情に応じた円滑な入所を進めている

ところです。 

今後、既存施設の建て替え時にあわせ

て、利用ニーズの大きい３歳未満児の

定員拡大を図っていきます。 

なお、兄弟姉妹の利用については、で

きる限り同一施設での利用となるよ

う、利用調整の際に加点を行うなどに

より配慮しています。 

一時預かりの体制について 

４ １日から数日程度泊まりがけで仕事に来

る人の子どもを預かれる仕組みを作って

おくことが金沢のまちの発展に望ましい

のではないか。 

現在、近江町交流プラザと金沢 21 世紀美

術館で市外の子どもも預けることができ

るが、受付が 10 時以降であり利用が難し

い。 

市外の人でも市内に仕事や学業で一時的

に来る人の子どもを一時預かりできるよ

うに制度を調整していただけるとありが

たい。 

 

本市の一時預かり施設は施設本体の

開館時間を基本に利用時間を設定し

ていることをご理解願います。ご意見

については、今後の施策の参考にさせ

ていただきます。 

緊急時の一時的な子育て支援について 

５ 未就園児の託児について市ホームページ

に一時預かり拠点施設の掲載があるが、実

際に託児をお願いしたいときに定員オー

バーで５，６の園から断られたことがあ

る。体制は整っているように見えて、実際

に機能しているのか見えにくいと感じた。 

保育所や認定こども園の一時預かり

拠点施設では、保育需要の高まりや保

育士不足から、時期によっては、利用

が難しいことがあります。その場合

は、ファミリーサポートセンターの利

用や、拠点施設の他に市内４か所の一

時預かり施設（おひさまるーむ、ほん

わかるーむ、近江町交流プラザちびっ

こ広場、金沢２１世紀美術館託児室）

を案内しています。 

 



病児保育について 

６ 病院等の病児保育の整備は進んでいるよ

うに感じるが、各保育所での病児保育が可

能になれば親の負担は大きく軽減できる

のではないか。 

 

利用中の保育所等で、突発的な体調不

良に対応する体調不良児型対応型の

病児保育については、現在５カ所の保

育所、認定こども園で実施していま

す。引き続き、病児保育の充実につい

て検討していきます。 

 

 

予防接種について 

７ 先天性風疹症候群予防のための大人の風

疹予防接種の推進が必要である。 

本市では、国の風しん対策が始まる前

の 2018 年４月から風しんの抗体価が

低い方を対象として、予防接種費用の

一部を助成する制度を設けていると

ころです。 

この制度は、３年間の時限的措置とし

ていますが、今後、国の動向等を踏ま

えて、適切に対応してまいります。 

 

８ 子宮頸がんの原因となるＨＰＶのワクチ

ン接種について勉強会を開くなど推進す

る方向で検討を進めるべきである。 

国の動向を注視しつつ、今後の対応を

検討していきます。 

 

 

９ 定期接種ではないインフルエンザワクチ

ンについても社会的メリットに鑑み、市で

少なくとも子ども、市立小中学校の教員、

市民と接する市役所職員には接種できる

体制を作られるとよい。 

本市では、風しん発生時に最前線で対

応する保健所職員等に対して、予防接

種を実施する体制を整えています。 

また、インフルエンザワクチンの接種

については、０歳～６歳の乳幼児に対

する助成事業を行っているほか、市立

小中学校の教員や市の職員について

は、加入している共済組合（健康保険）

が接種費用の助成を行っているとこ

ろです。ご意見については、今後の施

策の参考とさせていただきます。 

 

すくすく母乳育児支援事業について 

10 一般に母乳を推奨することは良いとされ

るが、無理をするほどではなく、母乳に過

剰に重きを置かないように施策において

注意すべきである。 

本事業は母乳育児に悩んでいる方を

対象としていますが、母乳を過剰に推

奨するものではありません。今後も産

婦さん本人の希望や思いを大切に不

安の解消につながるような支援をし

てまいります。 

 



基本方針４ 未来の希望を“つくる”まちへ 

子育てと仕事の両立について 

11 子どもを産むには自然的な要因による定

年がある。人生 100年時代への流れの中で、

時期をずらせない自然的定年要因を重視

し、時期の移動ができる社会的定年要因

（働く上での定年）を廃止し、子どもだけ

ではなく、親も幸せを目指す必要がある。 

「子どもの幸せを第一とする」のではなく

「親と子どもの幸せを両立する」がＤＶや

児童虐待を防止する本源的対策になるの

ではないか。 

 

本計画では、大人による効率や利便性

の追求にとらわれることなく、すべて

の子どもが夢と希望を持って成長で

きる社会をつくることが大切である

と考え、「子どもの幸せを第一とする」

を留意する視点として掲げました。

「親と子どもの幸せの両立」について

も大切であり、実現に向け取り組んで

まいります。 

 

父親の育児参加について 

12 父親の育児参加、育児休業等の取得はやや

増加しているが、まだまだ追いついておら

ず、仕事と子育てを両立する母親の負担が

大きいと感じる。 

子育ての喜びを共有できる社会には、父親

の育児参加は不可欠であり、市から企業等

への継続的な啓発、取り組み支援をお願い

する。 

本計画では、父親の育児参加に対する

意識改革や、夫婦で子育てと仕事を両

立していく意識の醸成を基本施策に

掲げ、取り組みを進めていくこととし

ています。また、企業が仕事と家庭の

両立支援に取り組むことができるよ

う、多様な働き方の導入や理解の醸成

を図り、働きやすい職場づくりに向け

た企業の自主的な取り組みを推奨し

ていきます。 

 

13 男性の子育て意識の改善が弱い。子どもは

親あっての子どもなので、地域コミュニテ

ィのつながりや親同士のネットワーク醸

成以前に、家庭における父親の意識改革を

もう少し強く推進してもよいのではない

か。 

 

基本方針５ 役立つモノ・コトを“つたえる”まちへ 

金沢子育てお役立ちウエブについて 

14 ウエブのドメインが金沢市 

(city.kanazawa.lg.jp)の配下になってい

ないのは好ましくないのではないか。 

 

金沢子育てお役立ちウエブは、市が子

育て当事者の市民団体に運営を委託

しているもので、当事者の目線で情報

発信していることが特徴となってい

ます。 

なお、掲載内容については市が監修し

ております。 

 

（注）ご意見については、一部要約して記載しております。 


